
第 57回審議会の主なご意見と対応案 

 

章・頁 意 見 等 対応(案) 

第２章 

（３）土地利用

状況   

P.10 2行目 

「本市の土地利用は、」に、「平成 26

年度」を追加した方が分かりやすい。 

「本市の平成 27 年度土地利用は、」に修

正しました。 

 ※最新版が公表されましたので、平成

27年度の数値で作成しました。 

第２章 

（３）①前計画

における目標

と進歩状況 

P.20 8行目 

 

「排出量については目標値を下回る

減量となっていますが、」とあるが、

後段に「焼却量、埋立量および資源

化量は目標の達成に至っていませ

ん。」とあるので、排出量についても

「目標を達成しています」と書いた

方がいい。 

「排出量については目標を達成していま

すが、」に修正しました。 

第２章 

（３）①前計画

における目標

と進歩状況 

P.20 9行目 

「これは、横須賀ごみ処理施設の稼

働および新たな資源化策の実施によ

り、目標の実現を目指すためです。」

とあるが、「今後、…により、目標の

実現を目指します。」とした方が分か

りやすい。 

「今後、横須賀ごみ処理施設の稼働およ

び新たな資源化策の実施により、目標の

実現を目指します。」に修正しました。 

第２章 

（３）① 

表 2-2-10 

P.20 

 平成 33年度（目標値）の資源化率

が 42.0%とあるが、計算すると 42.0%

にならないので、42%と書いた方がい

い。 

 42.0%は誤りです。42%に訂正しました。 

第４章 

２再使用（リユ

ース） 

P.33 

「アイクルフェア」について注釈を

入れた方がいいのではないか。 

「アイクルフェア」については、P.21に

注釈を付けていますが、章ごとに注釈を

付けて説明します。 

第４章 

３再生利用（リ

サイクル） 

 P.34 

「その他の紙」という名称が分かり

にくい。 

本市では、新聞、雑誌、段ボール、紙

パック以外の資源化できる紙類を「その

他の紙」として集団資源回収しています。

「その他の紙」という呼称は定着してい

ると考えていますが、さらに分かりやす

くするために、具体例をあげた注釈を章

ごとに付けます。 

第４章 

（１）主な周

知・啓発事業 

P.35 

外国人向けの普及・啓発も実施し

ていることを明記した方がいいので

はないか。 

「③ 外国人向け分別パンフレットの発

行」を追記しました。 
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